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【書　 評 】
星村 平和 編著『小学校歴史学習の理論と実践』（東京書籍, 1991)
本書は，新学習指導要領の実施に備えて，小学校社
会科の理論的・実践的研究に関し，全国各地で活躍し
ている第一線の方々によって執筆・出版された。
執筆者の大部分は，星村平和氏が兵庫教育大学 教授
時代に，同大学大学院で星村氏の指導をうけた人 々で
ある。本書の構成および執筆者は，次のようになって
いる。
まえがき（星村平和）
第１部　理論編
１．小学校歴史学習の意義と基本（星村平和）
１．今次改訂の特色と小学校社会科
２．小学校歴史学習の基礎・基本
３．歴史学習における資料の活用
４．歴史学習展開の新視点
５．おわりに
２． 小学校歴史学習の性格と年間指導計画作成
の視点（小原友行）
１．はじめに
２．小学校歴史学習の性格と新しい特色
３．小学校歴史学習の学習論
４．年間指導計画作成の視点
第11部　実践展開編
第１章　時代像の理解
１．私たちの生活と歴史（押尾賢一）
２．農耕生活 の始まりと国土の統一（小野正俊）
３．天皇を中心とした政治の確立 （野崎純一）
４．平安の都と国風文化（藤原洋子）
５．武士による政治の始まり（五百川俊夫）
６．室町の文化（富村誠）
７．天下の統一（池田芳和）
８．江戸幕府の政治（阪東本得）
９．江戸時代の生活と文化（小泉与吉）
10. 明治維新と我が国の近代化（麓純雄）
11. 近代国家の確立（吉野明）
12. 戦争から民主的・平和的国家へ（石川律子）
第２章 一歴史への興味 一関心
１．概念探求型の人物学習（大庭隆志）
２．文化遺産学習の新展開（楠本精文）
３．個を生かす歴史学習（稲葉謙蔵）
４．共感から分析への歴史学習（吉崎朗）
藤　井　 千之助（広島経済大学）
５．国際化時代の歴史学習の工夫（松井美和子）
６．パソコンを活用した楽しい歴史学習の展開
（佐長健司）
第１部　理論編では，星村・小原両氏によって，本
書の性格が明確に述べられている。
とくに, 1-1-4 「歴史学習展開の新視点」にお
けるく1）過去を現在と対話させる工夫，く2）文献を中心に
した歴史学習からの脱却バ3）列島中心の歴史像か らの
脱却, (4)地域史学習の新視点八5）稲作中心史観からの
脱却などからは，星村氏の幅広い歴史教育観の片鱗が
窺われて歴史教育にかかわる者の必読の部分であろう。
1 ―  2 ― 3では，（2）の「学習の主体性を保証する歴
史学習」において，小原氏 の歴史学習観が示されてお
る。わたしもかねてから，これらのことを主張して き
たので共感をおぼえたのである。すなわち，自己学習
力（自己教育力） の育成に関する意義，児童の歴史学
習の「心理」に関する意義，目標の全体性の保証 に関
する意義，学習主体である児童の要求に関する意義 の
４点がそれである。ここに挙げた星村・小原両氏の所
論は，単に小学校における歴史学習の理論にとどまら
ず，中学校・高等学校における歴史学習にも通じるも
のであろう。
第11部の実践展開編の第１章は 厂時代像の理解」と
し，我が国の歴史の流れを，12のテーマで構成し，各
テーマを新学習指導要領の「内容」のア～ シにそれぞ
れ対応させている。各 テーマには，それぞれ特色ある
展開例が示されており，小学校歴史学習指導の実践に
役立つものと考えられる。ただ，実際の小学校段階の
歴史学習としては，いささか高度な側面も存在してい
るように感じるが， それはわたしだけであろうか。
第２章の「歴史への興味・関心」には，示唆に富 む
歴史学習のモデルの展開例が挙げられており，それぞ
れ新しい歴史学習として興味深いものである。
『小学校歴史学習の理論と実践』という標題の本書
では，小学校全体における歴史学習が予想される。
本書は，内容が小学校第６学年のものに傾斜しすぎ
ているようにも考えられる。小学校における歴史学習
で第６学年は，確かにその中核を占めるものであろう。
しかし，小学校にふさわしい歴史学習は，中学年 （第
３・４学年）および第５学年でも実践されなかればな
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らないと思う。本書においても，15ページから17ペー
ジにかけて中学年（第３・４学年）や第５学年におけ
る歴史学習について，星村氏が若干触れてはいる。 わ
たしとしては，小学校中学年（第３・４学年）および
第５学年における歴史学習の実践展開事例が，具体的
にとりあげられていたら，文字通りの『小学校　歴史
学習の理論と実践』となっていたのではないかと思う
ものである。
周知の通り，星村平和氏は，中等歴史教育における
わが国の権威である。同氏の編著ということであるな
らば，小学校歴史学習と中学校・高等学校の歴史学習
との関連についても｡今少し具体的に触れて欲しかっ
た。
時宜を得た好著に対して，いささか欲張った注文ま
で述べたことを寛恕されたい。いずれにしろ，本書全
体をつらぬく新鮮にして真摯な意欲と追究に対しては
心からの敬意をはらいたい。
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